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テレビ草創期におけるドラマ制作の展開
――映画との交渉を通して












映画の観客動員は 1950 年代に上昇の一途をたどっていたが、59 年に減少へと転じると、60 年
代には今度はその減少に歯止めが利かなくなり、60 年に 10 億人超だった観客数が、わずか 3
年で半数に、70 年を迎えるときには 4 分の 1 になってしまう。それに対して、テレビの台数は、
ちょうど映画観客が減少し始めた 1959 年に急伸する。その要因としてしばしば語られるのが、
当時の皇太子明仁親王と美智子妃のご成婚パレードである。1958 年 11 月に宮内庁から婚約が
発表されるや、美智子妃の出身地には 1 日平均 500 人以上もの観光客が詰めかけるといった、
いわゆる「ミッチ ・ーブーム」が巻き起こる 2。当然その熱情は、パレードを見ようとする国民
のテレビ購買意欲へとつながるのであり、1958 年 4 月には 100 万だったテレビ登録世帯数も、






たのかを考察する。1953 年のテレビ放送開始以後、生放送が主体であった 50 年代のテレビ・
ドラマを対象に制作の推移を見ていきたい。
1 松山秀明「ドラマ論―“お茶の間＂をめぐる葛藤」『放送研究と調査』2013 年 12 月号、54 頁。






きたい。日本でテレビの本放送は、1953 年 2 月 1 日に NHK が開局して始まった。このとき、
受信契約者数 866、受信料月額 200 円であったが、テレビの普及という点で大きな問題になっ
たのが、テレビ受像機の値段であった。14 型テレビが 17 万 5 千円～ 18 万円で販売され、一












　テレビ放送が始まった 1953 年には、前述の通り 14 型テレビの価格が 17 万 5 千円～ 18 万円
だったが、56 年 5 月の調査では 10 万円を切って 8 万円前後に低下する 6。この年の 1 月末に、
受信契約数が前年の 4 万 4 千から 10 万増えて、14 万 4 千になっていた 7。年間の受信契約増加
数が、それまで 8 千、3 万と微増で推移してきただけに一気の上昇である。前年の 1955 年 10
月 9 日の『朝日新聞』夕刊には、もうすでに街頭テレビの全盛期が過ぎ、飲食店などがテレビ
を設置するようになったことでテレビの台数が 10 万台を突破したと紹介されている。民放連
が 1956 年 11 月に東京 23 区内でテレビを所有する飲食店を対象にした調査によれば、テレビ





がさらに低下して 6 万円程度になる 9。もっとも、当時の賃金水準が月額 2 万 2608 円であった
ことから 10、依然としてそれは高価な代物であった。そのため、多くの消費者はメーカーや小
4  日本放送出版協会編『放送の 20 世紀―ラジオからテレビ、そして多メディアへ』（日本放送出版協会、
2002 年）、116 頁。
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1954 年 3 月に NHK 大阪と名古屋が開局し、以降、主要都市から順番にネットワークが整備さ
れていくことで、テレビ電波の受信エリアが拡大していく。1958 年 2 月には受信エリアのまっ












　本放送最初のテレビ・ドラマは、1953 年 2 月 4 日午後 8 時～ 8 時半に NHK で生放送された『山











11 日本放送協会放送文化研究所放送学研究室編『放送学研究 9』、242 頁。

























り交ぜて、全 51カットで撮られたようだが 13、単純に 30分の放送時間をこのショット数で割
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「同時性」という独自性
　NHK による本放送開始から半年ほど遅れた 1953 年 8 月に初の民間テレビ局である日本テレ
ビ（NTV）が開局し、1955 年 4 月には現在の TBS であるラジオ東京テレビ（KRT）が放送をス
タートさせる。テレビは着実に大衆化していくが、それでも、生放送が主体であったこの時代、
制作上の問題がいくつも付きまとっていた。そのため、事前にコンティニュイティが用意され、
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　ドラマの「同時性」へのこだわりは、テレビ放送元年にすでに確認できる。1953 年 8 月 28
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すわけにはいかなかった。前述したようにテレビの「同時性」と引き換えに、制作を少しでも
容易にするフィルムの部分的導入が進められた。それに加え、やがて主流になっていく VTR
でのドラマ制作も 1958 年より部分的に実践される。そしてこの年 VTR を使用し、テレビ・ド



















が VTR 放送で 131 ショットから成り、軍事裁判からの後半 1 時間ほどが生ドラマで 331 ショッ
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